
 

 

 

 

 

 １年次生の皆さんは野外教育活動が終わり、ホッと一息つきたいところでしょうが、

今週末から高校生になって初めての定期考査が始まります。まだ勉強の仕方が定着し

ていない人もいるかと思いますが、テスト勉強を機に、学習の定着を心掛けてくださ

い。２，３年次生ももちろん、後悔のないように全力で試験勉強に取り組んでください。 

 

たくさんの本が入荷しています。 

 鬼人幻燈抄（中西モトオ）          勿忘草の咲く町で（夏川草介）  

 脳科学捜査官真田夏希望２１（鳴神響一）   神招きの庭 1～3（奥乃桜子） 

星降る宿の恵みごはん（小野はるか）     モンスターと食卓を 1～3（椹野道流） 

雨宮兄弟の骨董事件簿（高里椎奈）      警視庁呪詛対策班１～2（竹林七草） 

忍びの国（和田竜）             信長の軍師（岩屋忍） 

猫は抱くもの（大山純子）          言葉の園のお菓子番（ほしおさなえ） 

破滅の死刑者１～４（吹井賢）        播磨国妖奇潭 あきつ鬼の記（上田早友里） 

おいしいベランダ。６～１０（竹岡葉月）   老舗酒蔵のまかないさん 1～2（谷崎泉） 

地獄くらやみ花もなき（路生よる）      茶屋占い師がらん堂（高田在子） 

ちびねこ亭の思い出ごはん（髙橋由太）    福猫屋 1～2（三國青葉） 

ゆりかごで眠れ 上・下（垣根涼介）     室町無頼（垣根涼介） 

犬ほど素敵な商売はない（榎田ユウリ）    砂子のなかより青き草（宮木あや子） 

リコケイ。（喜多喜久）            死香探偵（喜多喜久） 

宮廷に鈴の音ひびく（羽根川牧人）      宮廷に雲雀舞いいづる（羽根川牧人） 

掟上今日子の挑戦状（西尾維新）       掟上今日子の推薦文（西尾維新） 

後宮の男装妃、幽鬼を祓う（佐々木禎子）   後宮の男装妃、神剣を賜る（佐々木禎子） 

あやかし湯屋の嫁御寮・あやかし湯屋の誘拐事件・あやかし湯屋の恋ごよみ（高山ちあき） 

忘れられた巨人（カズオ・イシグロ）     スノーマン 上・下（ジョー・ネスボ） 

天才月澪彩葉のサイコパス研究ノート（玄武総一郎） 

ディミティおばさまと古代遺跡の謎（ナンシー・アサートン） 

アンドロイドは電気羊の夢を見るか？（フィリップ・K・ディック） 

今年度の読書感想文コンクールの課題図書が発表されました。 

銀河の図書室 （名取佐和子：著） 

          高校の図書室で宮沢賢治を研究する弱小同好会・イーハトー部。

「ほんとうの幸いは、遠い」という宮沢賢治の言葉を残して、突

然学校から消えてしまった先輩。部長だった風見先輩はなぜ突然

消えてしまったのか―。高校生たちは、賢治が残した言葉や詩、

そして未完の傑作『銀河鉄道の夜』をひもときながら、先輩の謎

を追い、やがてそれぞれの「ほんとう」と直面する。今を生きる

高校生たちの青春と、宮沢賢治の言葉が深く共鳴する感動長編。 

 夜の日記 （ヴィーラ・ヒラナンダニ：著） 

          イギリスからの独立とともに、ふたつに分かれてしまった祖国。

ちがう宗教を信じる者たちが、互いを憎みあい、傷つけあってい

く。少女とその家族は安全を求めて、長い旅に出た。自分の思い

をことばにできない少女は亡き母にあてて、揺れる心を日記につ

づる。『アンネの日記』を彷彿とさせ、日本人にとって縁遠い宗教

問題や、高校生にとってアジア史を知り、世界を知ることができ

る作品。 

「コーダ」のぼくが見る世界：聴こえない親のもとに生まれて（五十嵐 大：著） 

          聴こえない／聴こえにくい親のもとで育つ聴こえる子ども＝

「コーダ」。ろう者と聴者のはざまで生きる経験を通じ、言語や

コミュニケーションの大切さ、自分と異なる人の立場を想像する

難しさを知るノンフィクション。ときに手話を母語とし、ときに

ヤングケアラーとみなされて、コーダは、ろう者とも聴者（ちょ

うしゃ）とも違うアイデンティティをもち、複雑な心を抱えて揺

れ動く。言葉やコミュニケーションの本質、「善意による差別」

って何だろう？著者が、幼少期の葛藤や自身のなかにある偏見と

向き合いながら、コーダの目で見た世界を綴る。 

※上記の図書は現在注文しています。近日中に入荷予定。 

１，２年次生は夏休みの課題として読書感想文があります。 

詳細は夏休み前にお知らせしますが、今から本を選んでおきましょう。 
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上記の他にも、文庫本を中心に沢山の本が入りました。ぜひ一度、見に来てください。 


